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１．研究計画の概要 

 消化管の手術後に行う導通試験の時間短
縮のため、慣性反力による滑らかな外表面を
持つ走行カプセルを提案した。走行カプセル
を作製して走行実験を行いながら小型化、無
線化を進めるとともに、投薬のための MEMS

デバイスを組み込む。 

 

２．研究の進捗状況 

 カプセルを作製して走行実験を行うとと
もに、シミュレータを製作し、動作の解析を
可能とした。無線化をめざして、回路の小型
化に取り組んだ。 
(1)カプセル作製については、直径 7mm、長さ
10mm のカプセルを走行させ、ほぼ予定通りで
ある。コイルを２ヶ所に分けて巻く方が太く
巻く方が効果的であることを実験により確
認し、カプセル走行速度向上の新たな方法を
発見した。(2)シミュレーションについては、
コイルの磁力分布を取り入れたシミュレー
ションプログラムを作製し、カプセル動作を
コンピュータグラフィクスのアニメーショ
ン表示することができるようにした。わかり
やすく表示することでカプセルの改良につ
ながるよう工夫した。(3)回路小型化につい
ては、今年度の目標をほぼ達成した。具体的
には、ワンチップマイコン Arduino を用いる
ことにより、従来はサイズ 30cm 以上、合計
重量 5kg 以上あった入力波形発生回路・電源
を、目標サイズの 15cm×10cm×5cm 以内、重
量 300g 以内に収めることができた。(4)投薬
メカニズムについては、MEMS 技術を用いて
Si基板に 500μｍ深さの空洞を作製し、金属
薄膜を電流で溶融することにより出口が開
いて投薬するメカニズムの動作確認を行っ
た。 

 一方、産業医科大学、飯塚病院にて走行カ
プセルを説明し、医療現場での使用可能性と
用途についてインタビューした。その結果、
小腸内の診察、潰瘍性大腸炎治療、生体内組
織の採集に利用可能であることが確認でき
た。 
 以上の成果は論文として Mechanism and 
Machine Theory 誌に掲載するとともに、精密
工学会全国大会において発表した。また、九
工大通信の研究最前線欄および、明専会会報
に掲載した。また、オープンキャンパス、福
岡天神イムズにおいて開催された出張オー
プンキャンパスで出展、デモンストレーショ
ンを行うなど、対外的なＰＲにも努めた。 
 

３．現在までの達成度 

 ほぼ予定通り （理由）Arduino を用いた
回路の製作、投薬デバイスの MEMS による
作製と基本動作チェックまで達成した。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 無線化を目指して回路のさらなる小型化、
アクチュエータの小型化、カプセル外郭の薄
型化を行う。 
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